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子どもの思考を基にしたカリキュラム構成 
―割合概念における等全体に及ぼす効果― 

○栗山和広（愛知教育大学） 吉田 甫（立命館大学） 

 中島淑子（名古屋大学大学院） 
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 割合概念は，小学校の算数の中で，子どもにと
って理解することがきわめて困難な概念である。
本研究では，数学教育でほとんど考慮されていな
い，子どものインフォーマルな知識や等全体の認
知的障害を取り入れた新しいカリキュラム構成を
用いた教授介入から子どもの割合概念の理解につ
いて検討する。 
 栗山（2011）は，割合のインフォーマルな知識と
して，子どもは％を量という視点から理解してい
ることを見いだしている。栗山・吉田（印刷中）は，
割合の認知的障害として等全体を見いだしている。
等全体とは，２つ以上の大きさを比較する際に，
比較する割合の全体の大きさは同一であるという
概念である。 
 本研究では，（１）既存のカリキュラムで指導さ
れている小数倍からではなく，量的な％を最初に
導入し，割合モデルを具体化した教材を用いる。
（２）割合の比較は，全体が等しい時に％の比較
が可能であるという概念図を導入し，等全体の理
解を深める。という視点を組み込んだカリキュラ
ム構成について検討した。 

方   法 
被験者：実験群にはＡ小学校の５年生59名，テキ
スト群にはＢ小学校の５年生68名が参加した。 
課題：５年生の割合単元（啓林館）14時間。事前テ
ストでは，割合の単元を学習する前に，割合に関
するインフォーマルな知識について尋ねた。割合
単元を学習して，１週間以内に事後テストを実施
した。事後ストでは以下の内容の一斉テストが行
われた。（１）割合の３用法の解決課題３問（２）
変換課題４問（３）関係課題２問（４）作図課題
２問。（５）等全体課題：文章問題１問。グラフ問
題１問（６）割合の構成要素の課題３問。 
手続き：テキスト群のカリキュラムは，最初の１
時間で割合の意味を導入し，その後の４時間で小
数倍としての割合の３用法を指導した。第６時か
ら第８時まで，％としての小数倍の関係を指導
し，％としての割合の３用法を指導した。第９時
はまとめであった。第10時から第14時までは割合
のグラフについて指導された。 
 実験群のカリキュラムは，第１時から第２時ま
では，量概念を強調する割合モデルに基づく教材
を用いて，割合を部分と全体といった点から指導
し，量としての大きさが指導された。第３時では，
比較すべき割合について，基準量が異なると％を
比較することはできないことを，子ども同士の討
論から引き出すように指導した。第４時では，比
較する割合の全体の大きさは等しいという概念図
を導入し，全体が等しいときに％の比較が可能で

あることについて子ども同士の討論から引き出す
ように指導した。第５時で，小数倍が導入された。
第６時で第２用法，第７時で第１用法，第８時で
第３用法が教えられ，第９時がまとめであった。
第10時から第14時まではテキスト群と同じであっ
た。 

結   果 
事前テスト：意味表象の正答率は，実験群は94％，
統制群は94％，量的表象の正答率は，実験群77％，
統制群は75％であった。両群の統計的な差は見ら
れなかった。両群は等質であると言える。 
事後テスト：割合の３用法課題の正答率は，実験
群は67％，テキスト群は57％であった。両群の統
計的な差は見られなかった。変換課題の正答率は，
実験群は86％，テキスト群は88％であった。両群
の統計的な差は見られなかった。関係課題の正答
率は，実験群は73％，テキスト群は50％で，両群
の差は有意であった（t(125)=3.00,p<.01）。作図課題
の正答率は，実験群は59％，テキスト群は21％で
あ っ た 。 両 群 の 差 は 有 意 で あ っ た
（t(125)=5.84,p<.01）。等全体の基準量が異なる場合
の文章問題とグラフ問題の正答率を図１に示した。
等全体の文章問題とグラフ問題において，それぞ
れ，実験群はテキスト群より成績の高いことが示
された（χ2=17.37,df=1, p<.01；χ2=21.87,df=1, p<.01）。 

 

考   察 
 子どものインフォーマルな知識と等全体の視点
を組み入れた新しいカリキュラム構成による教授
介入は，子どもの概念的理解，等全体の理解を深
化させることが明らかになった。認知心理学から
の支援において，カリキュラム構成の支援は，21
世紀型学習スキルの中でも重要であると考えられ
る。 
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